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　　万華鏡で～きた　こまも作ったよ！
    （豊里児童クラブでおもちゃ作り）
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◆
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）

　
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

適
用
を
受
け
て
い
て
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
、
当
該
年
分

の
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
額
を
、
翌
年
度
分
の
市
・

県
民
税
か
ら
控
除
す
る
制
度
が
新

た
に
始
ま
り
ま
す
。

【
対
象
者
】
　

　
平
成
　
年
か
ら
　
年
ま
で
、
平

１１

１８

　
成
　
年
か
ら
　
年
ま
で
に
入
居

２１

２５

　
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

　
除
の
適
用
が
あ
る
人

【
控
除
額
】
　

　
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

　
か
っ
た
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除

　
額
※
所
得
税
の
課
税
総
所
得
金

　
額
な
ど
の
５
％
（
最
大
9
7
5

　
0
0
円
）
が
上
限
。

【
控
除
適
用
期
間
】
　

　
　
年
間
。
た
だ
し
、
前
年
の
所

１０
　
得
税
に
お
い
て
住
宅
ロ
ー
ン
控

　
除
が
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
年

　
度
に
限
り
ま
す
。

　
※
こ
の
控
除
の
適
用
に
当
た
っ

　
て
は
、
市
へ
の
申
告
が
原
則
不

　
要
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

　
平
成
　
年
か
ら
平
成
　
年
ま
で

１１

１８

　
に
入
居
し
た
人
は
、
新
し
い
控

　
除
制
度
、
税
源
移
譲
の
経
過
措

　
置
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
す

　
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ほ
と
ん

　
ど
の
人
は
、
ど
ち
ら
を
選
択
し

　
て
も
控
除
額
に
変
わ
り
は
あ
り

　
ま
せ
ん
が
、
山
林
所
得
や
、
退

　
職
所
得
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

　
控
除
額
が
相
違
し
て
き
ま
す
の

　
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
税
源
移

　
譲
の
経
過
措
置
を
選
択
さ
れ
る

　
場
合
は
、
確
定
申
告
の
期
限
ま

　
で
（
平
成
　
年
3
月
　
日
）
に

２２

１５

　
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
上
場
株
式
な
ど
の
配
当
所
得
お

よ
び
譲
渡
所
得
に
対
す
る
軽
減
税

率
の
延
長
に
つ
い
て

　
上
場
株
式
な
ど
の
配
当
所
得
お

よ
び
譲
渡
所
得
に
対
す
る
軽
減
税

率
は
、
平
成
　
年
末
で
終
了
と
な

２０

る
予
定
で
し
た
が
、
適
用
期
間
が

　
年
　
月
　
日
ま
で
３
年
間
延
長

２３

１２

３１

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
則
（
本
来
の
税
率
）　
　
％
２０

（
所
得
税
　
％
、
市
・
県
民
税
５
％
）

１５

　
　
郭

軽
減
税
率
　
　
％
１０

（
所
得
税
７
％
、
市
・
県
民
税
３
％
）

◆
減
価
償
却
の
耐
用
年
数
が
変
わ

り
ま
し
た

　
機
械
お
よ
び
装
置
を
中
心
に
、

法
定
耐
用
年
数
の
見
直
し
が
行
わ

れ
、
現
行
の
耐
用
年
数
区
分
３
９

０
区
分
が
　
区
分
に
整
理
さ
れ
ま

５５

し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
耐
用

年
数
が
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
平
成
　
年
分
の
申
告
か
ら
、
新

２１

し
い
償
却
率
で
計
算
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
詳
細
は
最
寄
り
の
税

務
署
ま
た
は
総
務
部
税
務
課
市
民

税
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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【職種】　税務申告相談　

【採用予定人数】　５人程度

【職務内容】　総務部税務課または、市内の住民税などの

　申告会場に勤務して、住民税などの申告相談に関する

　業務および住民税賦課のための申告資料などの整理に

　関する業務に従事します。

【任用期間】　２月１５日～3月３１日

【受験資格】　学校教育法による高等学校の卒業者および

　これと同等以上の経歴を有すると認められる人で、か

　つ過去５年以内に通算３年以上公務員などとして税務

　申告相談などの業務経験がある人。

【試験方法】　第１次試験（書類審査）、第２次試験（面接

　試験）とし、第２次試験は第１次試験の合格者に対し

　てのみ行います。

【第２次試験日時】　２月５日（金）　午前１０時～

　※会場は第1次試験合格者に通知します。

【受験申込書請求方法】　受験申込書・職務経歴書は総務

　部人事課（市役所迫庁舎２階）に備え付けてあります

　（市ホームページからもダウンロード可）。郵便で請求

　する場合は、封筒の表に「任期付職員（税務申告相談）

　受験申込書等請求」と朱書きし、あて先を明記して１２０

　円切手を貼った返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）を

　必ず同封してください。

【提出書類】　

　受験申込書１部

　受験申込書に必要事項を記入し、申し込み前３カ月以

　内に撮影した上半身、脱帽、正面向、縦4.5㎝×横3.5

　㎝の写真２枚を貼付してください（写真がない場合は

　受け付けできません）。

　職務経歴書１部（所定の申込書を使用すること）

　郵便申し込みの場合は、あて先を明記し８０円切手を

　貼った返信用封筒を同封してください。

【受付期間】　１月１９日（火）～２月１日（月）

　平日の午前８時３０分～午後５時１５分

　※郵送の場合は、２月１日（月）必着

【申し込み・問い合わせ】

　〒９８７－０５１１　登米市迫町佐沼字中江二丁目６番地１

　総務部人事課　人事給与係　緯 0220（22）2145

登米市任期付職員(税務申告相談)を募集しています

3 Jan.2010
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◆おむつ使用証明書の発行について

　寝たきり状態および尿失禁の可能性がある要介護者のおむつ代は、医師が発行するおむつ使用証明書により医療費

控除の対象になります。ただし、２年目以降は、要介護認定の際に作成された主治医意見書で確認できる場合に、市

で医療費控除の対象として認められる証明書を発行します。

【対象者】　

　おむつ代について医療費控除を受けるのが２年目以降の要介護者で、主治医意見書に明記されている人

　※１年目は医師の証明書が必要です。証明書の様式は各総合支所の市民福祉課にあります。

【申請期間】　１月２７日（水）～３月１２日（金）午前８時３０分～午後５時１５分（土曜・日曜、祝日を除く）

【申請先】　 ▼各総合支所市民福祉課　市民福祉係　 ▼福祉事務所長寿介護課　認定審査係（市役所南方庁舎１階）

【必要なもの】　対象者の介護保険被保険者証　

【申請できる人】　対象者またはその親族

【問い合わせ】　福祉事務所長寿介護課　認定審査係　緯 0220（58）5551

◆障害者控除対象者認定書の発行について

　要介護認定された人で、①身体障害者手帳②療育手帳③精神障害者保健福祉手帳④戦傷病者手帳を交付されていな

い人が、所得申告の控除を受けるためには「障害者控除対象者認定書」が必要です。

　①～④の手帳を交付されている人は、所得申告の際に手帳を提示すれば、障害者控除または特別障害者控除の対象

となります。ただし、障害者控除の対象者（障害等級が３～６級の人など）でも、要介護４・５の人は特別障害者控

除の対象となりますので、申請をしてください。

　本年度も対象者に申請を案内する通知書を送っています。なお、通知書が届いていない、またはなくした場合でも

要介護者であれば申請することができますので、手続きの上、認定書を受け取ってください。

【対象者】　

　平成２１年１２月３１日現在（平成２１年中に亡くなった場合は、亡くなった日現在）で、要介護１から５までの認定を受

けている６５歳以上の人

　 ▼要介護１～３＝障害者控除　 ▼要介護４・５＝特別障害者控除

【手数料】　無料

障害者控除

医療費控除

手続き

　電子証明書は、有効期限（発行の日から3年間）が切れた場合や引っ

越し・結婚などにより住所・氏名を変更した場合、自動的に失効します。

失効してしまうと国税の電子申告などの電子申請や届け出に使うことが

できなくなりますので、ご注意ください。

   電子証明書の発行を希望する人は、各総合支所市民福祉課窓口で手続

きをしてください。

【持参するもの】　

　①更新する電子証明書が格納された住民基本台帳カード（ＩＣカード）

　②本人確認できるもの（運転免許証など顔写真付きの公的な証明書）

　③発行手数料＝５００円

【問い合わせ】　

　市民生活部市民生活課　戸籍係　緯 0220（58）2118　

　または各総合支所市民福祉課市民福祉係

ご確認ください！電子証明書の有効期限は３年間です

▲電子証明書イメージ

電子証明書の記載事項は下記の通りです。

登米　太郎

男 昭和●年●月●日

宮城県登米市迫町佐沼字●●●番地

宮城県知事 ●●●●

平成●年●月●日 平成●年●月●日

電子証明書の写し
平成●年●月●日

氏　名

性　別 生年月日

住　所

発行年月日

発行者

有効期間満了日

シリアル番号

住所の代替文字はありません。

備考

氏名の代替文字はありません。
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　市では、農林産物、食品加工品、木工品などを独自に栽培、

加工・製作した特産品を市内外へ広く紹介していくために開設

している「とめの元気ブログ」への参加者を募集しています。

　ブログとは、インターネット上で公開する日記風のホーム

ページのことで、簡単に更新できる仕組みになっているため、

多くの人が利用しています。

　特産品のほか、郷土芸能や各地域の祭り、イベントなどの準

備から実施までの様子などを紹介していく予定です。

　情報がありましたら、市長公室広報広聴係まで連絡をお願い

します。

《お願いしている内容》

　①自宅などでインターネットができる環境を持つ人に協力を

　お願いしています。

　②投稿協力者には投稿時に必要なパスワードを発行します。

　③投稿するための操作説明は、広報広聴係が自宅などに訪問

　して個別に行います。

　④期間は紹介する特産品などの収穫時期まで、イベントや活

　動紹介などは開催するまでを基本として、1年間を目安にし

　ています。

【URL】 http://www.city.tome.miyagi.jp/tomeblog/

「とめの元気ブログ」参加者募集のお知らせ

▲市のイベント・行事をカレンダー形式で表示するページを新

しく、市ホームページに作成しました。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
「
交
流
掲
示
板
」

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
市
民
交
流
掲
示

板
・
郷
土
会
専
用
掲
示
板
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
掲
示
板
を
よ
り
楽
し
く
便
利
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
複
数
に
分
か
れ
て
い
た
掲
示
板
の

入
り
口
を
１
つ
に
し
、
掲
示
板
内
に
分
類

（
暮
ら
し
・
趣
味
・
観
光
イ
ベ
ン
ト
・
そ
の

他
・
郷
土
専
用
）
を
設
け
ま
し
た
。

　
な
お
、
投
稿
は
、
い
た
ず
ら
書
き
込
み

な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
掲
示
板
管
理
者
が
そ

の
内
容
な
ど
を
審
査
し
た
上
で
公
開
し
ま

す
の
で
、
公
開
ま
で
多
少
の
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
掲
載
を
制
約
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
ご
理
解
願
い
ま
す
。

特
に
、
土
日
や
祝
日
（
以
下
「
休
日
」
と

い
う
）
に
投
稿
さ
れ
た
場
合
な
ど
は
、
休

日
の
翌
日
に
審
査
・
公
開
と
な
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
掲
示
板
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
訪
れ

た
人
た
ち
の
自
由
な
情
報
交
換
の
場
と
し

て
開
設
し
て
い
ま
す
。
利
用
す
る
皆
さ
ん

の
協
力
で
、
有
意
義
な
掲
示
板
に
育
て
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。　

【
U
R
L
】　

h
ttp
://w

w
w
.c
ity
.to
m
e
.m
iy
a
g
i.

jp
/c
g
i-b
in
/b
b
s

※
携
帯
電
話
か
ら
も
閲
覧
・
書
き
込
み
で

き
ま
す
。

【
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
】

【問い合わせ】 総務部市長公室　広報広聴係　緯 0220（22）2090　死 koho@city.tome.miyagi.jp

▲リニューアルした「交流掲示板」です。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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12 月 9日までの
３歳児健診（３歳
６カ月～７カ月児）で
むし歯がなかった
子は、市内７地区で
49人中21人
でした

※（　）内には申し出があっ

た保護者の名前を掲載して

います。

田口　 夢  々 ちゃん
む む

（東和町錦織１区・俊恵さん）
山口　 未  夢 ちゃん

み う

（東和町米川４区・竜太さん）

鈴木　 胡  春 ちゃん
こ はる

（登米町八丁田・司さん）

佐藤　 優  花 ちゃん
ゆう か

（中田町城内・美香さん）

佐　　 愛  莉 ちゃん
あい り

（中田町加賀野一・修さん）

大　　 湘 
しょう

 太 くん
た

（中田町町・辰太郎さん）

佐藤　 勇  人 くん
ゆう と

（中田町加賀野一・博和さん）

芳賀　 虹  太 くん
こう た

（東和町米川３区・和博さん）

及川　 大  馳 くん
だい ち

（迫町八幡・富雄さん）
渡辺　 翔 

しょう

 太 くん
た

（迫町駒木・和則さん）

千　　 颯輝 くん
さ つ き

（迫町山ノ神・勝昭さん）

伊藤　 彰 
しょう

 汰 くん
た

（迫町板橋・晴喜さん）

岩渕　 莉  子 ちゃん
り こ

（石越町第十・一祐さん）

岩渕　 未  浬 ちゃん
み り

（迫町駒木・やよさん）
阿部　 香  理  菜 ちゃん

か り な

（迫町萩洗・春香さん）

岡本　 桜  我 くん
おう が

（迫町下舟丁・哲志さん）

村上　 和  樹 くん
かず き

（迫町中江・好治さん）

　佐々　 亜  佐  美 ちゃん
あ さ み

（中田町茶畑・一彦さん）

深堀　 百  恵 ちゃん
もも え

（中田町大泉・和義さん）

菅原　 綾  伽 ちゃん
あや か

（中田町金谷・正利さん）

佐藤　 都  武 くん
ひろ む

（中田町沼畑・英明さん）
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地
域
医
療
懇
談
会
開
催

地
域
医
療
懇
談
会
開
催
のの

お
知
ら

お
知
ら
せせ

登
米
圏
域
園
芸
特
産
振

登
米
圏
域
園
芸
特
産
振
興興

研
修
会
の
お
知
ら

研
修
会
の
お
知
ら
せせ

平平
成成
　
年
２
月

年
２
月
のの

2222

歯
科
健
康
相
談

歯
科
健
康
相
談
日日

　
歯
科
健
康
相
談
と
妊
婦
歯
科
相

談
を
行
い
ま
す
。（
予
約
制
）

【
日
時
】
　
２
月
１
日
（
月
）

　
午
前
９
時
～
　
時
　
分

１１

３０

【
場
所
】
　
市
役
所
南
方
庁
舎
１
階

　
相
談
室

【
持
ち
物
】
　
妊
婦
歯
科
相
談
は
母

　
子
健
康
手
帳

【
そ
の
他
】　
相
談
は
無
料
で
す
。

　
こ
の
日
以
外
で
も
、
電
話
予
約

　
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
相
談
に

　
応
じ
ま
す
。

【
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

　
地
域
保
健
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
１
６

５８

さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　
①
１
月
　
日
（
水
）

２７

　
迫
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
集
会
室

　
②
２
月
３
日
（
水
）

　
南
方
公
民
館
　
ホ
ー
ル

　
③
２
月
　
日
（
水
）

１７

　
登
米
公
民
館
　
和
室

　
④
２
月
　
日
（
水
）

１７

　
東
和
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

　
日
本
間

　
⑤
２
月
　
日
（
水
）

２４

　
米
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
和
室

　
⑥
２
月
　
日
（
水
）　

２４

　
豊
里
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
和
室

　
①
・
③
・
⑤
は
午
前
　
時
～

１０

　
②
は
午
前
９
時
　
分
～

３０

　
④
・
⑥
は
午
後
１
時
　
分
～

３０

【
内
容
】

　
講
話
＝
時
間
外
受
診
、
か
か
り

　
つ
け
医
、
在
宅
医
療
、
病
気
の

　
予
防
に
つ
い
て
な
ど

　
懇
談
＝
診
察
室
で
は
聞
け
な
い

　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
つ
い
て
な

　
ど

【
対
象
者
】

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
　

　（
申
し
込
み
不
要
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
地
域
包
括
医
療
推

　
進
室
　
地
域
包
括
医
療
推
進
係

　
緯
0
2
2
0
（
　
）
2
1
1
8

５８

　
て
」
は
こ
れ
だ
！
土
壌
分
析
と

　
た
い
肥
の
上
手
な
使
い
方

　
講
師
＝
後
藤
 逸
  男
 さ
ん
（
東
京

い
つ
 
お

　
農
業
大
学
応
用
生
物
科
学
部
生

　
産
環
境
化
学
研
究
室
教
授
）

鴨
講
演
２

　
テ
ー
マ
＝
登
米
市
有
機
セ
ン

　
タ
ー
堆
肥
の
特
性
に
つ
い
て

　
講
師
＝
上
山
さ
ん
（
県
農
業
・

　
園
芸
総
合
研
究
所
園
芸
環
境
部

　
土
壌
環
境
チ
ー
ム
副
主
任
研
究

　
員
）

鴨
有
機
質
資
材
展

　
管
内
有
機
セ
ン
タ
ー
堆
肥
の
解

　
説
パ
ネ
ル
お
よ
び
商
品
展
示

【
申
込
方
法
】
　
電
話
　

【
申
込
期
限
】
　
２
月
１
日
（
月
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
　

　
産
業
経
済
部
農
産
園
芸
畜
産
課

　
園
芸
振
興
係
　

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
７
１
３

３４

　
市
で
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

が
連
携
し
、
切
れ
目
の
な
い
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
行
う
、
地
域
包
括
医

療
・
ケ
ア
体
制
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
、
そ
の
一
環
と
し
て
各
地
区

に
お
い
て
地
域
医
療
懇
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
地
域
医
療
の
分
野
で
知
っ
て
ほ

し
い
こ
と
を
、
医
師
が
分
か
り
や

す
く
説
明
し
な
が
ら
、
地
域
の
皆

　先人の努力により長い年月にわたり守り育てられてきたふるさと登米市の健全で恵み豊かな自然環境は、産業基盤

や生活形態の急速な変化により水質汚濁や生態系の悪化が進んでいます。このことから、豊かな自然環境を取り戻し、

賢く正しく利用するためには、地域の自然環境や文化などに目を向けなければなりません。

　今回は、地元に学びながら地域のあるべき姿を求めていく「自然あるもの探しシンポジウム」を開催します。

【日時】　１月３１日（日）　午後１時３０分～４時　 【場所】　迫公民館

【主催】　登米市、登米市環境市民会議　　　　   【対象】　市民 (申し込み不要)　　

【参加費】　無料

【内容】　

　①基調講演Ⅰ　「環境モデル都市水俣　自然の再生と共生への取り組み」　

　　講師＝吉井 正  澄 さん（元水俣市長）
まさ ずみ

　②基調講演Ⅱ　「地域から変わる日本　自然あるもの探しとは」　

　　講師＝竹田 純 
じゅん

 一 さん（里地ネットワーク事務局長）　
いち

　③パネルディスカッション　「自然あるもの探しがもたらす自然の回復と地域の元気」

　　パネリスト＝吉井正澄さん、戸島 潤 さん（ＮＰＯ法人蕪栗ぬまっこくらぶ事務局長）、
じゅん

　　　　　　　　伊藤 秀  雄 さん（伊豆沼農産代表取締役）
ひで お

　　助言者＝竹田純一さん

　　コーディネーター＝岩渕 成  紀 さん（ＮＰＯ法人田んぼ理事長）
しげ き

【問い合わせ】　市民生活部環境課　環境政策係　緯 0220（58）5553　　【全国モーターボート競走施行者協議会助成事業】

　
市
内
園
芸
農
家
を
対
象
と
し
た

登
米
圏
域
園
芸
特
産
振
興
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
　
２
月
３
日
（
水
）
　

　
午
前
　
時
１０

【
場
所
】　
中
田
農
村
環
境
改
善
セ

　
ン
タ
ー
　
ホ
ー
ル

【
対
象
者
】　
市
内
園
芸
農
家
、
関

　
係
機
関
・
団
体
な
ど

【
内
容
】
　

鴨
講
演
１

　
テ
ー
マ
＝
土
づ
く
り
の
「
決
め

開催しま開催しますす「自然「自然あるもの探しシンポジウムあるもの探しシンポジウム」」

7 Jan.2010

【
日
時
】
　
２
月
　
日
（
日
）

１４

　
午
後
２
時
～
３
時
　
分
３０

　（
午
後
１
時
　
分
開
場
）

３０

【
会
場
】
　
登
米
祝
祭
劇
場

　
小
ホ
ー
ル

【
出
演
者
】
　
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
ハ
ン
ド
ベ

　
ル
ク
ワ
イ
ア
・
祝
祭
音
楽
隊
フ

　
レ
ン
ド
ス
カ
イ

【
入
場
料
】
　
前
売
り
＝
５
０
０
円

　
当
日
＝
６
０
０
円

　
高
校
生
以
下
無
料（
要
整
理
券
）

【
販
売
場
所
】
　
登
米
祝
祭
劇
場

【
問
い
合
わ
せ
】
　
登
米
祝
祭
劇
場

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
０
１
１
１

２２

身
体
障
害
者
手
帳

「
肝
臓
機
能
障
害
」
に
つ
い
て

「
ハ
ー
ト
フ
ル
バ
レ
ン
タ
イ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
」
の
お
知
ら
せ

市
立
佐
沼
病
院
、
南
館

市
立
佐
沼
病
院
、
南
館
耐耐

震
補
強
工
事
の
お
知
ら

震
補
強
工
事
の
お
知
ら
せせ

ド
リ
ー
ム
☆
キ
ッ
ズ

新
団
員
を
募
集
中
！

　
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団

「
ド
リ
ー
ム
☆
キ
ッ
ズ
」
で
は
、
新

規
の
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
現
団
員
と
と
も
に
9
月
に
予
定

【
職
種
】
　
保
育
士
（
臨
時
職
員
で

　
す
が
試
験
を
行
い
ま
す
）

【
募
集
人
員
】
　
若
干
名

【
受
験
資
格
】
　
幼
稚
園
教
諭
お
よ

　
び
保
育
士
の
資
格
を
有
し
、
昭

　
和
　
年
4
月
生
ま
れ
以
降
の
人

３６

【
試
験
日
】
　
2
月
　
日
（
祝
）

１１

　
午
前
　
時
１０

【
試
験
会
場
】
　
錦
織
保
育
園

【
試
験
内
容
】
　

　
午
前
＝
作
文
・
ピ
ア
ノ

　
午
後
＝
面
接

　
※
結
果
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
期
限
】
　

　
市
立
佐
沼
病
院
の
南
館
（
1
3

2
床
、
昭
和
　
年
築
）
の
耐
震
補

４９

強
工
事
を
行
い
ま
す
。

【
耐
震
補
強
工
事
の
期
間
】
　

　
１
月
下
旬
～
平
成
　
年
３
月

２３

【
仮
設
建
物
へ
の
移
転
】
　

　
患
者
さ
ん
の
安
全
を
確
保
す
る

　
た
め
、
南
館
に
あ
る
機
能
を
仮

　
設
の
代
替
建
物
に
移
転
し
ま
す
。

【
駐
車
場
の
利
用
に
つ
い
て
】
　

　
身
体
障
害
者
用
を
除
き
、
駐
車

　
場
の
利
用
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　
２
月
　
日
か
ら
川
を
隔
て
た
中

１０

　
江
駐
車
場
と
南
側
第
２
駐
車
場

　
に
、
工
事
前
と
同
じ
台
数
分
の

　
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
す
。

　
な
お
、
安
全
な
通
路
確
保
の
た

　
め
、
駐
車
場
か
ら
病
院
玄
関
ま

　
で
遠
回
り
し
て
い
た
だ
く
こ
と

　
に
な
り
ま
す
。
大
変
ご
不
便
を

　
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

　
市
立
佐
沼
病
院
　
総
務
課
　
　

　
緯
 0
2
2
0
（
　
）
5
5
1
1

22

錦
織
保
育
園

臨
時
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　
2
月
8
日
（
月
）
必
着

【
申
込
方
法
】
　
履
歴
書
を
郵
送
ま

　
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
社
会
福
祉
法
人
　
牧
羊
会
　

　
錦
織
保
育
園
（
園
長
　
沼
倉
）

　
〒
９
８
７－

０
９
０
３

　
登
米
市
東
和
町
錦
織
雷
神
山
　２２

　
番
地
　２２

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
３
６
６
６

４４

【
開
催
期
間
】
　

　
２
月
　
日
（
日
）
ま
で

１４

【
開
催
時
間
】
　

　
午
前
9
時
　
分
 ～
午
後
５
時

３０

　（
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
）

　
※
休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日

　（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

【
入
館
料
】
　
大
人
＝
７
０
０
円

　
中
学
・
高
校
生
＝
５
０
０
円

　
小
学
生
＝
２
０
０
円

　
※
小
学
生
未
満
、
身
体
に
障
害

　
が
あ
る
人
（
介
護
者
1
人
ま
で

　
同
行
可
）
は
無
料
で
す
。

　
※
団
体
割
引
・
　
人
か
ら

２０

【
問
い
合
わ
せ
】
　
石
ノ
森
章
太
郎

　
ふ
る
さ
と
記
念
館

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
１
０
９
９

３５

　
米
山
町
出
身
の
漫
画
家
・
佐
藤

 史
  生
 さ
ん
の
特
別
企
画
展
を
開
催

し
 
お

中
で
す
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
内
部
障
害

に
４
月
１
日
か
ら
「
肝
臓
機
能
障

害
」
が
加
わ
り
ま
す
。

　
肝
臓
機
能
障
害
に
関
す
る
身
体

障
害
者
手
帳
の
申
請
受
け
付
け
は
、

２
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
申
請
に
は
、
指
定
医
の
診
断
書

が
必
要
に
な
る
の
で
、
主
治
医
と

相
談
し
、
各
総
合
支
所
窓
口
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
　

　
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
支
援
セ
ン
タ
ー
　
判
定
支
援
班

　
緯
０
２
２
（
２
８
６
）
４
３
９
３

第第
　
回
特
別
企
画

回
特
別
企
画
展展

3333

「
佐
藤
史
生
展
」
開

「
佐
藤
史
生
展
」
開
催催

し
て
い
る
第
8
回
公
演
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

【
趣
旨
】
 

　
①
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
表
現
力
を

　
身
に
つ
け
る
 

　
②
異
年
齢
が
力
を
合
わ
せ
、
新

　
文
化
を
発
信
す
る
 

　
③
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
鑑
賞
す
る

　
機
会
を
提
供
す
る
 

【
入
団
条
件
】
 

　
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
男

　
女
（
4
月
に
入
学
す
る
子
ど
も

　
も
可
能
）

【
募
集
期
間
】
 

　
2
月
　
日
（
日
）
ま
で

２８

【
レ
ッ
ス
ン
日
時
】
 

　
原
則
毎
週
金
曜
日
の
午
後
6
時

　
　
分
か
ら
9
時
ま
で
（
公
演
が

３０
　
近
い
と
き
に
は
週
に
2
、
3
回
）

【
レ
ッ
ス
ン
場
所
】
 

　
登
米
祝
祭
劇
場
な
ど

【
公
演
日
】
 

　
毎
年
9
月
ご
ろ
の
予
定

【
会
費
】
 

　
月
額
＝
2
0
0
0
円
（
１
人
）

　
団
員
の
家
族
＝
1
0
0
0
円

【
問
い
合
わ
せ
】

　
登
米
祝
祭
劇
場

　
緯
0
2
2
0
（
　
）
0
1
1
1

２２

　
胃
0
2
2
0
（
　
）
0
1
1
5

２２



Tome 8

    大切な“いのち”を守るため
　      献血にご協力ください

全血

10：30～11：10社会福祉法人恵泉会　若草園

2/5  12：40～15：00東 京 発 條  宮 城 工 場

16：00～17：00東 和 総 合 支 所

　【問い合わせ】

　　市民生活部健康推進課　健康推進係

　　緯 0220（58）2116

編
集
　
総
務
部
市
長
公
室
 広
報
広
聴
係
　
　
印
刷
　
川
内
印
刷
株
式
会
社

緯
０
２２０
-２２
-２０９０

　
　
 Ｅ
-
ｍ
ａｉｌ
：
koho@

city
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp

胃
０
２２０
-２２
-９
１６
４
         http://w

w
w
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e
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a
g
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編
集
室
か
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●

●
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今
月
の
表

今
月
の
表
紙紙

発
行
日
　
平
成
２２
年
１
月
２
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
　
登
米
市

〒
9
8
7
-0
5
1
1
　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

　
　
　
　
№
1
1６
　
　
広
報
と
め

　
　
　
　
　
　
　
　
１
月
２
１
日
号

▼
冬
ら
し
く
寒
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
風
邪
な

ど
ひ
か
ず
に
元
気
に
過
ご
し
て

い
ま
す
か
。
▼
わ
た
し
は
昨
年

末
に
体
調
を
崩
し
、
お
粥
を
食

べ
て
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
と

き
に
感
じ
た
こ
と
は
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
喜
び
で
し
た
。
今

後
も
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

上
手
に
食
と
付
き
合
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
（
宮
内
）

　
豊
里
児
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
が

１
月
４
日
、
空
中
を
舞
う
面
白

い
こ
ま
や
、
く
る
く
る
回
す
と

模
様
が
変
わ
る
万
華
鏡
を
作
り

ま
し
た
。
作
成
中
に
い
ろ
い
ろ

な
発
見
を
し
な
が
ら
、
お
も

ち
ゃ
が
完
成
し
て
い
く
様
子
を

楽
し
み
ま
し
た
。　

休日急患当番医
　緯 0220（22）2084（医師会）

緯 0220（52）2175登米町市立登米診療所２/7

産診療時間　９：００～１７：００
産休日・夜間診療案内
　緯 0229（24）2267（24時間）

歯科休日当番医

緯 0220（52）2175登米町市立登米診療所２/7

産診療時間　９：００～１７：００
【問い合わせ】※月曜～金曜日（休日を除く）
　市民生活部健康推進課  緯 0220（58）2116 

　石ノ森章太郎ふるさと記念館友の会で

は、石ノ森 章 
しょう

 太  郎 さん（誕生日が1月25
た ろう

日、命日が同月28日）のメモリアルデー

として、生誕祭を開催します。

【日時】　1月３１日（日）　

　午前１０時～午後３時

【会場】　石ノ森章太郎ふるさと記念館

【内容】　①親子たこ作り・たこ揚げ体験、

　マンガ教室　※それぞれ申し込みが必

　要、各教室定員５０人（先着順）

　②もちつき体験

　（もちバイキングコーナーなど）

　③トークショー

　特別ゲスト：佐々木 剛 さん
たけし

　（俳優、仮面ライダー2号・ 一  文  字 
いち もん じ

 隼人 を
は や と

　演じる）

【参加費】　無料

【問い合わせ】　石ノ森章太郎ふるさと

　記念館友の会事務局

　緯 0220（35）1099

「石ノ森章太郎メモリアルデー」
開 催 の お 知 ら せ

「
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

入
門
」
参
加
者
募
集

【
日
時
】
　
①
２
月
　
日
（
日
）

１４

　
②
３
月
７
日
（
日
）

　
両
日
と
も
、
午
前
９
時
　
分
～

３０

　
午
後
０
時
　
分
３０

【
場
所
】
　
県
志
津
川
自
然
の
家
周

　
辺
お
よ
び
南
三
陸
町
野
鳥
の
森

【
内
容
】
　
森
を
散
策
し
な
が
ら
、

　
野
鳥
観
察
を
通
し
て
自
然
に
親

　
し
む

【
参
加
料
】
　
無
料

【
対
象
】
　
県
民
（
小
学
生
以
下
は

　
保
護
者
同
伴
）

【
募
集
人
数
】
　
　
人
３０

【
募
集
期
限
】
　
①
２
月
　
日（
水
）

１０

　
②
３
月
３
日
（
水
）

【
申
込
方
法
】
　
電
話
、
フ
ァ
ク
シ

　
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル

【
そ
の
他
】
　
小
雨
決
行
。
双
眼
鏡

　
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
　

　
県
志
津
川
自
然
の
家

　
緯
０
２
２
６
（
　
）
９
０
４
４

４６

　
胃
０
２
２
６
（
　
）
９
０
４
５

４６

　
死szse

in
n
@
p
re
f.m
iy
a
g
i.jp

モバイルとめ

http://www.city.tome.miyagi.jp/m/

　登米市メール配信サービス

　http://tomecity.mail-dpt.jp/

大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会

【
日
時
】
　
１
月
　
日
（
土
）

３０

　
正
午
～
午
後
５
時

【
場
所
】
　
ア
エ
ル
５
階
（
仙
台
市

　
青
葉
区
中
央
一
丁
目
３
番
１
号
）

【
内
容
】
　
各
大
学
、
大
学
院
、
短
期

　
大
学
別
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

　
け
、
希
望
す
る
大
学
の
教
職
員

　
に
講
義
内
容
・
学
習
方
法
・
受
講

　
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
直
接
相

　
談
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
参
加
者
に
は
大
学
通
信
教

　
育
の
概
要
、
学
習
方
法
、
開
設
学

　
科
一
覧
、
取
得
で
き
る
教
員
免

　
許
・
資
格
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い

　
る
「
大
学
通
信
教
育
ガ
イ
ド
」（
大

　
学
・
短
大
編
）・（
大
学
院
編
）
を

　
配
布
し
ま
す
。　

【
入
場
料
】
　
無
料
（
予
約
不
要
）

【
対
象
者
】　
一
般
お
よ
び
高
校
生

【
問
い
合
わ
せ
】

　
苛
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

　
東
京
都
文
京
区
本
郷
２－

　－２７

　１６
　
緯
０
３（
３
８
１
８
）３
８
７
０
　

葛
昨
年
の
親
子
た
こ
作
り

の
様
子




